
決議第１号 

 

ロシアによるウクライナへの侵略に対し厳重に抗議する決議 

 

 上記決議を会議規則第１４条第１項の規定により、別紙のとおり提出

します。 

 

令和４年３月９日 

 

            提出者 五島市議会議員 草 野 久 幸 
 

                 同      網 本 定 信 
 

                 同      中 西 大 輔 
 

                 同      江 川 美津子 
 

                  

 

 
 

                  
 

                 
 

                  
 

  

（提案理由）     口  述 



ロシアによるウクライナへの侵略に対し  

厳重に抗議する決議  

 

 

ロシアがウクライナ侵略に踏み切り核兵器の使用を示

唆した一連の行為は、国際社会ひいては我が国の平和と秩

序、安全を脅かし、明らかに国連憲章に違反する行為であ

り断じて容認できない。  

 

この行為は、「世界中の誰にも二度と同じ体験をさせては

ならない」と懸命に訴えてきた被爆者の切なる思いを踏み

にじるものである。  

 

今年１月にロシアを含む核保有５か国が発出した共同声

明の中で、「核戦争に勝者はなく、決して核戦争をしてはな

らない」と世界に発信した矢先の行為であり、核兵器のな

い世界の実現に向け努力を続ける国際社会を大いに失望

させるものである。  

 

五島市は、核兵器の廃絶と平和を願い非核、平和都市宣

言を行っている。よって本市議会は、核兵器による威嚇、

核施設を狙った攻撃に断固として反対する。  

 

人々の貴い命と平和な暮らしを理不尽に奪う侵略行為を

直ちに中止し、平和的解決への道を探ることを強く求める。 

 

以上、決議する。  

 

令和４年３月９日  

   五島市議会  



決議第２号 

 

ブルーリボンバッジの着用に関する決議 

 

 上記決議を会議規則第１４条第１項の規定により、別紙のとおり提出

します。 

 

令和４年３月２４日 

 

            提出者 五島市議会議員 椿 山 恵 三 
 

                 同      丸 田 敬 章 
 

                        
 

                        
 

                        
 

                        
 

                  
 

                 
 

                  
 

  

（提案理由）     口  述 



ブルーリボンバッジの着用に関する決議 

 

1970年代から 80年代にかけて、多くの日本人が北朝鮮に拉致されました。

日本政府は 17名を拉致被害者として認定していますが、さらにこのほかにも

拉致の可能性を排除できないケースが多数あるとされています。 

北朝鮮による拉致問題の解決には、「国民一人一人の声」が何よりも強い力

となるとともに、被害者本人と家族の大きな心の支えになります。 

長崎県においても、北朝鮮による拉致問題は、国の主権と国民の生命・安

全に関わる重大な問題であり、特に国境離島を有し、海を隔てて諸外国と向

き合う長崎県にとっては、より切実な問題です。全ての拉致被害者の早期帰

国・救出を求めるための取組として、内閣官房拉致問題対策本部や県内各市

町等との共催による映像作品の上映会、拉致問題を考える国民の集いの開催、

街頭署名活動の実施など、様々な啓発活動に取り組まれているのです。 

ブルーリボンは、北朝鮮にいる拉致被害者と家族を結ぶ「青い空」と、日

本と北朝鮮を隔てる「日本海の青」をイメージしたもので、被害者の生存と

救出を信じる意思表示として広く着用されているのであります。北朝鮮によ

る拉致被害者家族連絡会（家族会）などが掲げる「全拉致被害者の即時一括

帰国」の実現へ、日本が連帯して解決意思を示す必要があるとし、このリボ

ンに思いが託されており、2021年 11月 13日、北朝鮮による拉致被害者の早

期救出を求めて実施された「全拉致被害者の即時一括帰国を求める国民大集

会」では、救出運動のシンボルである「ブルーリボン」の着用を初めて決議

に盛り込み、全国の議員や地方自治体首長、また、多くの国民に着用を求め

られました。さらに、家族会・救う会は、地方公共６団体である全国都道府

県議長会・全国市議会議長会・全国町村議長会・全国都道府県知事会・全国

市長会・全国町村会へ要請文書を発出されました。これは、都道府県市区町

村議会に所属する我が国全ての地方議員に対する要請であり、あわせて、都

道府県知事・市区町村長に対する要請でもあります。 

我々、五島市議会は、北朝鮮拉致被害者の早期救出を願い求める国民の一

人として、これらの動きに呼応すべきであると考え、そのシンボルであるブ

ルーリボンバッジの着用を推進することをここに決議する。 

令和４年３月 24 日 

 

五島市議会 

 


